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▼
小
中
高
等
学
校
が
連
携
し
、
地
域
を
学

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
探
究
的
な

学
び
の
一
体
的
な
充
実
の
た
め
、
小
学

校
か
ら
高
校
ま
で
系
統
性
の
視
点
か

ら
見
直
し
、
学
習
内
容
を
意
図
的
・
計

画
的
に
設
定
し
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」を

支
援
。

▼
小
・
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
に
お
い
て
、
学
校
の
応
援
団
と
し

て
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や

観
光
産
業
、
自
然
環
境
を
中
心
に
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
、
各
学
校

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
。

▼
盟
約
40
周
年
と
な
る
姉
妹
都
市
鹿
児

島
県
日
置
市
と
の
中
学
生
交
流
受
入

事
業
を
実
施
。

▼「
弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会

議
」
を
通
じ
て
各
学
校
の
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
定
期
的

な
情
報
共
有
。

▼
弟
子
屈
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ

う
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、

特
別
支
援
教
育
を
充
実
。

▼
道
立
特
別
支
援
学
校
に
よ
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
制
度
」
な
ど
の
活

用
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
適
切

な
配
置
な
ど
、支
援
体
制
を
拡
充
。

▼「
弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え
る
会
」

の
主
導
に
よ
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
学
校
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
。

▼
小
・
中
学
校
で
の
ふ
る
さ
と
学
習
を
推

進
し
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

高
校
へ
派
遣
。

▼
希
望
す
る
高
校
生
へ
の
給
食
の
無
償

提
供
の
開
始
。

▼「
弟
子
屈
高
校
で
も
大
学
進
学
や
公
務

員
就
職
な
ど
を
果
た
せ
る
学
習
環
境
」

と
し
て
公
営
塾
を
継
続
。

▼
優
れ
た
自
然
環
境
や
歴
史
な
ど
を
学

ぶ
弟
子
屈
探
究
や
学
力
向
上
、
高
校
魅

力
化
評
価
な
ど
各
種
事
業
を
支
援
。

▼
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
く
弟
子
屈
高

校
の
生
徒
の
人
材
育
成
を
推
進
。

▼
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
に
向
け
、
若
手
教
員
を
中
心
に

授
業
づ
く
り
研
修
を
実
施
、
学
習
指
導

の
充
実
の
推
進
。

▼「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
に
対
応
し
た
研

修
や
小
・
中
学
校
の
自
主
公
開
研
究
会

の
開
催
、
玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
研
修
の
継

続
な
ど
、教
職
員
の
資
質
を
向
上
。

▼
学
校
教
員
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る

時
間
外
勤
務
の
縮
減
。

▼
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
や
学
校
、
関
係
機
関
、
保

護
者
と
協
議
。

▼
川
湯
中
学
校
体
育
館
の
屋
根
ふ
き
替

え
工
事
、
弟
子
屈
中
学
校
屋
上
の
防
水

塗
装
工
事
な
ど
、
引
き
続
き
計
画
的
な

改
修
工
事
を
実
施
し
、
快
適
な
教
育
環

境
の
安
定
的
な
提
供
。

▼
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
情
報

化
が
進
む
未
来
を
見
据
え
、
現
代
社
会

に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
教
育
へ
の
的
確
な
対
応
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
向
け
た
環
境
整
備
。

▼
遠
距
離
通
学
す
る
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
効
率
的
な
運
行
体
制
を
継
続

▼
登
下
校
を
見
守
る
交
通
指
導
員
や
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
な
ど
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
通
学
路
の
児
童
生

徒
の
安
全
を
見
守
る
体
制
を
維
持
。

▼
安
全
・
安
心
な
通
学
路
確
保
の
た
め
、

警
察
や
学
校
、
道
路
管
理
者
な
ど
の
関

係
機
関
合
同
で
通
学
路
点
検
を
実
施
。

▼
経
年
劣
化
の
補
修
、住
環
境
の
整
備
。

▼
汲
み
取
り
式
や
簡
易
水
洗
が
多
い
へ

き
地
住
宅
の
ト
イ
レ
な
ど
、
水
回
り
を

環
境
整
備
の
重
点
改
善
項
目
と
し
、
計

画
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
。

▼
平
等
な
学
習
機
会
の
提
供
を
図
る
た

め
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に

対
し
、
学
用
品
費
な
ど
の
負
担
を
軽
減

す
る
就
学
援
助
制
度
を
継
続
実
施
。

▼
学
校
給
食
の
無
償
提
供
を
継
続
。

▼
新
入
学
児
童
祝
い
品
の
拡
充
。

▼
大
学
進
学
な
ど
の
奨
学
金
に
つ
い
て
、

返
済
免
除
の
制
度
導
入
に
向
け
た
検

討
。

▼
安
全
な
給
食
提
供
の
た
め
、
良
質
な
食

材
や
地
場
産
品
の
利
用
、「
学
校
給
食

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た

取
扱
い
の
徹
底
。

▼
食
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
普
及
や
児

童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
向
け
た

栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
指
導
の
推
進
。

▼
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
。

　
社
会
や
生
活
様
式
の
変
化
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る
課

題
が
深
刻
化
す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
社
会

的
包
摂
と
そ
の
基
盤
と
な
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。誰
一
人
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

「
第
８
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
」に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な「
循
環
型
生

涯
学
習
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
学
校
教
育
環
境
の
整
備

②
通
学
体
制
の
確
保

③
教
職
員
住
宅
の
整
備

④
保
護
者
負
担
の
軽
減

⑤
学
校
給
食
の
充
実

④
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

⑥
高
等
学
校
へ
の
支
援

⑤
特
別
支
援
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
推
進
と

文
化
の
継
承

学
校
教
育
環
境
の
充
実

⑦  

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

働
き
方
改
革
の
推
進

中学生を対象とした陶芸体験教室

₆広報てしかが ₂₀₂₃．₄

令和５年度教育行政方針

教育長 岩　原　勝　行

豊豊豊かなかなかな心心心
夢夢夢（まち）（まち）（まち）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
一
変
し
て
３
年

余
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
社
会
生

活
や
経
済
活
動
も
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。学
校
教
育
で
は
、

運
動
会
や
学
芸
会
な
ど
の
行
事
で
、
保
護

者
の
出
席
も
段
々
と
緩
和
さ
れ
、
力
い
っ

ぱ
い
走
り
、
真
剣
に
劇
を
演
じ
る
児
童
生

徒
の
姿
に
、
多
く
の
参
加
者
が
感
動
し
ま

し
た
。ま
た
社
会
教
育
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
生
き
が
い
講
座
や
総
合
文

化
祭
の
芸
能
発
表
会
な
ど
、
ほ
ぼ
予
定
通

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
第
６
次
弟
子
屈
町
総

合
計
画
」に
お
い
て
は
、「
豊
か
な
心
を
育

て
、
文
化
を
大
切
に
す
る
夢（
ま
ち
）づ
く

り
」
を
教
育
分
野
の
基
本
目
標
と
し
て
お

り
、
こ
の
理
念
に
沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
環
境
を
し
っ
か
り
保
障
し
、
全

て
の
町
民
が
心
を
豊
か
に
で
き
る
生
涯

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
通
い
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

▼
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
弟
子
屈

町
学
力
調
査
を
分
析
、
子
ど
も
の
学
習

状
況
の
把
握
と
、授
業
の
改
善
。

▼
学
力
向
上
に
向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
。

▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
な
る
効
果
的
な
活

用
を
図
り
、情
報
化
教
育
を
強
化
。

▼「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的
な
学

び
」
の
構
築
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
意

欲
の
向
上
。

▼
玉
川
大
学
協
力
の
も
と
小
学
生
対
象

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
、
外
国
語

教
育
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
。

▼
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
と
「
豊
か
な

心
」を
育
成
し
、健
全
な
心
身
を
維
持
。

▼
家
庭
学
習
の
習
慣
化
や
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
学
校
と

家
庭
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
。

▼「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、生
活
習
慣
等

調
査
」
の
分
析
、
児
童
生
徒
の
体
力
状

況
の
把
握
と
体
育
授
業
の
改
善
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。

▼
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ
る

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
。

▼「
い
じ
め
撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
、
各

学
校
で
の
主
体
的
な
取
組
み
の
充
実
。

▼
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
の
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
・

支
援
や
関
係
各
所
と
連
携
し
、
繋
が
る

こ
と
を
意
識
し
た
取
組
み
を
継
続
。

③
心
身
の
健
康
づ
く
り

学
習
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。併

せ
て
、
そ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
弟

子
屈
町
教
育
大
綱
を
兼
ね
、
本
年
度
か
ら

始
ま
る
「
第
３
次
弟
子
屈
町
教
育
推
進
基

本
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
事
務
事
業
を
着

実
に
実
施
し
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
弟
子
屈

町
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
持
続
可
能
な

地
域
の
創
り
手
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

身
に
つ
け
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
た

め
に
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。そ
の
た
め
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
指
導
方
法
の
工
夫
、
日
常
の
授
業
改

善
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、学
校
・
家
庭
・

地
域
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域
を
学

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
学
習
環
境
の

充
実
に
向
け
、学
校
教
育
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

▼
教
育
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創

る
目
標
を
共
有
し
、
学
校
と
保
護
者
、

地
域
社
会
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
を
通
じ

て
教
育
活
動
の
成
果
を
、
保
護
者
や
地

域
住
民
へ
発
信
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
性
化

に
向
け
「
弟
子
屈
町
地
域
学
校
協
働
本

部
」な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
。

▼
保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
学
校
、

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

学
び
環
境
の
充
実

①  

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

②  

確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と

情
報
化
教
育
の
強
化



「ふるさと納税」返礼品協力事業者を募集します

問い合わせ先／役場まちづくり政策課ふるさと納税推進係☎４８２‐２９２３（課直通）

₉ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

　町では、まちの価値向上や魅力を積極的に伝えるとともに、本町を応援していただ
ける方を増やすことを目的に、現在の返礼品を更に充実させるための協力事業者を募
集します。
　返礼品はモノだけではなく、宿泊、体験などのサービスも可能ですが、応募条件が
あります。事前に町公式ホームページをご覧になるか、下記問い合わせ先までご連絡
ください。
　応募される場合は、以下の日時までに「応募用紙」をまちづくり政策課までメール
で提出してください。

●応募用紙配布場所／・役場まちづくり政策課、川湯支所、摩周湖観光協会
　　　　　　　　　　・町ホームページからダウンロード
　　　　　　　　　　　希望者にはメールで応募用紙の様式を送信しますので、ご連絡ください。
●応 募 受 付 日 時 ／４月12日㈬正午までメールで送信してください。
　　　　　　　　　　（furusato_teshikaga@town.teshikaga.hokkaido.jp）
●既に返礼品協力事業者となられている方は、あらためての応募は不要です。
　返礼品を変更、追加される場合は追加・変更分の応募をお願いします。

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

　環境省と（一社）日本エコツーリズム協会が主催する、第₁₈回エコツーリズ
ム大賞に、てしかがえこまち推進協議会（会長・德永町長）ならびに（一社）摩
周湖観光協会（渡辺隆幸会長）が栄えある大賞を受賞しました！
　全国各地でエコツーリズムの取り組みが進む中、特に₂₀₂₀年より再開した
アトサヌプリ（硫黄山）トレッキングツアーの取り組みが評価されました。
　２月₂₇日㈪、環境省（東京都千代田区）にて表彰式が行われ、德永会長と渡
辺会長が出席しました。式後の取組発表では、藤原仁エコツーリズム推進部会長が、てしかがえこまち推進協
議会の紹介や、アトサヌプリトレッキングツアーの取り組みについて、発表を行いました。

受賞団体にコメントを
いただきました！

（弟子屈町公式チャンネル）

●アトサヌプリトレッキングツアーとは？
　平成₁₂年の落石事故をきっかけに入山が禁止とされていた硫黄山（アトサヌプリ）ですが、
てしかがえこまち推進協議会が「エコツーリズム推進全体構想」の「特定自然観光資源の指
定」という制度を活用し、地域独自の立入制限のルールを定め、そのルールの中で登山ができ
るようになりました。本制度を活用した事例は、本町が全国で初めてです！
　※現在は、認定ガイドの同行がなければ入山できません。

●持続可能な観光サミット開催！
　「持続可能な観光サミット」が２月₁₄日、岩手県釜石市で開催され、吉備津民夫
副町長が参加しました。サミットの中では、持続可能な観光が地域の課題を解決
する足掛かりになるとして、参画する８市町（北海道ニセコ町、同弟子屈町、岩手
県釜石市、長野県小布施町、京都府宮津市、徳島県三好市、熊本県小国町、鹿児島
県与論町）にて持続可能な観光の推進に向けた共同宣言を行いました。

えこまち推進協議会と摩周湖観光協会がエコツーリズム大賞を受賞!
アトサヌプリ（硫黄山）トレッキングツアーの取り組みが評価
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▼
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
行
い
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
や
異
世
代
と
の
交
流
を
通

し
、
心
身
共
に
健
康
で
活
力
あ
る
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た「
生
き
が
い
講
座
」を
実
施
。

▼
地
域
の
方
に

加
え
、多
様
な

ス
キ
ル
を
持

ち
移
住
さ
れ

て
き
た
方
々

を
講
師
に
迎

え
公
民
館
講

座
を
充
実
。

▼
老
朽
化
し
た
施
設
の
計
画
的
な
更
新
。

▼
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
に
よ
る
新

た
な
施
設
の
検
討
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
や
、
読
書
活
動
講
演
会
な

ど
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
、読
書
の

習
慣
化
。

▼
地
域
と
学
校
が
目
標
を
共
有
し
多
様

な
活
動
を
行
う
、連
携
・
協
働
型
の「
地

域
学
校
協
働
活
動
」の
実
施
。

▼
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験

活
動
や
、
白
糠
町
と
の
小
学
生
交
流
事

業
、
未
来
こ
ど
も
協
議
会
と
連
携
す
る

Ｊ
Ｒ
乗
車
体
験
事
業
の
実
施
。

▼「
北
海
道
青
少
年
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業
」や「
少
年
の
主
張
」へ

の
参
加
奨
励
、
将
来
に
わ
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
対
応
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
。

▼
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
や
学
校
開
放
事
業
の
継
続
。

▼
箱
根
駅
伝
第
１
０
０
回
大
会
に
向
け

合
宿
に
訪
れ
る
チ
ー
ム
へ
の
支
援
。

▼
合
宿
誘
致
委
員
会
と
連
携
し
た
新
た

な
誘
致
活
動
の
実
施
。

▼「
屈
斜
路
湖
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
」
や
「
道
東
野
球
大

会
」、「
古
希
道
東
地
区
選
手
権
大
会
」

な
ど
の
運
営
へ
の
積
極
的
な
支
援
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
核

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
へ
の
活
動

支
援
。

▼
指
導
者
の
育
成
を
進

め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

体
制
を
拡
充
。

▼
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し

た
町
内
の
選
手
に
対
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
助
成
制
度
を
継
続
。

▼
修
武
館
の
窓
の
改

修
を
行
い
、
冬
期
間

の
練
習
環
境
を
改

善
。

▼
中
心
市
街
地
再
構

築
事
業
に
よ
る
プ

ー
ル
の
移
転
に
向

け
た
検
討
。

▼
文
化
芸
術
発
展
の
た
め
、
総
合
文
化
祭

の
開
催
や
中
心
的
役
割
を
担
う
文
化

協
会
の
活
動
支
援
を
継
続
。

▼
公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
へ
の
各
種
支

援
、活
動
成
果
発
表
の
場
を
提
供
。

▼
文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
出
場
支
援
や
、
各
郷
土
芸

能
の
保
存
伝
承
活
動
に
対
す
る
支
援
。

▼
幼
児
か
ら
一
般
成
人
ま
で
各
世
代
に

合
っ
た
芸
術
鑑
賞
事
業
の
実
施
。

▼
近
隣
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
各
種
公

演
へ
の
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
、
本
格
的

な
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
充
実
。

▼
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ

れ
た
膨
大
な
郷
土
資
料
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
や
利
活
用
。

▼
専
門
職
員
を
増
員
し
、
他
の
類
似
施
設

と
の
連
携
な
ど
、
資
料
の
適
切
な
保
存

管
理
や
有
効
活
用
の
推
進
。

▼
玉
川
大
学
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
、

町
指
定
天
然
記
念
物
・
屈
斜
路
湖
の

「
マ
リ
ゴ
ケ
」の
植
生
調
査
を
継
続
。

▼
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
歴
史
的
地
域

資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
、
屈
斜
路
コ

タ
ン
地
区
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る

ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
。

▼
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館

の
新
た
な
展
示
資
料
の
作
成
な
ど
、
ア

イ
ヌ
文
化
の
普
及
啓
発
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

文
化
・
芸
術
の
継
承

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
強
化

①
文
化
活
動
の
推
進

①
住
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
組
織
の
充
実

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

③
図
書
館
施
設
の
活
用
と
充
実

②  

公
民
館
の
施
設
整
備
と
活
動

の
充
実

①
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

②
青
少
年
育
成
活
動
の
推
進

青
少
年
の
健
全
育
成

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①  
地
域
の
歴
史
の
保
全
と
活
用

②
文
化
財
の
保
護
と
伝
承

③
民
族
資
料
館
の
保
全
と
活
用

②
文
化
芸
術
環
境
の
充
実

文
化
財
の
適
切
な

保
全
と
活
用

　少
子
高
齢
化
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

に
不
透
明
感
が
漂
っ
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
、
お
年
寄
り
を
支
え
て
い
く
と

い
う
、
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
ら
な

い
普
遍
的
な
思
い
を
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
を
着
実
に
進
め
ま

す
。


